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X-X-X-X-X・OH(195= 2,476, 0ヲ9｝ 
↓山cu’E匙1 of an 
amino acids except Cys 
A-X-X-X-X-OH (194= 130,321) 
R-X-X-X-X-OH (194= 130,321) 

































































書 ．ブ•：·~~－・眠櫨量 ・EE’重量 重量；E l 」：
蕪脊椎動物生理活珪ペプチドのアゴニスト及びアンタゴニストの謂発 157 
は、生理活性ペプチドの構造活性相関を調べる研究においても極めて有効な手段のひとつであると
考えられる G
今後は、無脊椎動物の生理活性オリゴペプチドのアゴニストやアンタゴニストを多数開発し、こ
れらを用いて生理活性ペプチドの筋組繊やニューロンにおける作用撲構や、それらペプチドの生理
機能を明らかにしていきたい。
